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津島記者会同時 

2026 年６月２日（火） 

愛知県海部県民事務所 

県民防災安全課防災安全グループ 

担当 肥田、住田、宮田 

ダイヤルイン 0567—24—2125 

 

令和８年度海部地方総合防災訓練の実施について 

 

愛知県海部地域は、国内有数の海抜ゼロメートル地帯に位置し、過去幾多の水害を

経験しています。 

６月の出水期を迎えるに当たり、愛知県、海部地域７市町村及び防災関係機関等が

連携し、伊勢湾台風を超える大型台風（スーパー伊勢湾台風）の襲来や南海トラフ地

震の発生を想定した総合防災訓練を下記のとおり実施しますので、お知らせします。 

記 

１ 日時 

2026 年６月７日（日） 午前８時 40 分から午前 11 時 30 分まで 

２ 場所 

国営木曽三川公園 東海広場（愛西市立
た つ

田
だ

町
ち ょ う

福
ふ く

原
は ら

地先） 

３ 訓練参加機関及び訓練参加者数 

74 機関 約 1,000 人  

４ 主催 

・海部地方防災連絡会議 

（愛知県防災会議の海部地域における地方組織。海部地域の県機関、警察署及び市

町村で構成） 

・海部地区水防事務組合 

（津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町及び飛島村で構成される、水

防を目的とした組合） 

５ 訓練のねらい 

愛知県のほか、海部地域７市町村（津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、

蟹江町及び飛島村）と防災関係機関等の参加協力の下、水防工法訓練（※１）と併せ

て総合的な防災訓練を実施することにより、大規模災害発生時における迅速かつ的

確な応急活動に必要な協力体制の確立や、地域の連携を生かした防災力の強化を図

るとともに、防災意識の高揚を図ることを目的とします。 

※１ 台風や大雨により堤防等に異常が生じた場合、緊急・応急的に実施される工事の訓練。 
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６ 主な訓練の特色 

（１）水害対応訓練 

ア 海部地域７市町村の水防団による水防工法訓練（8：55～9：30） 

改良積み土のう工（※２）、月
つき

の輪工
わ こ う

（※３）、釜段工
かまだんこう

（※４）の３種類の水防工

法訓練を実施します。また、地元中学生による土のう作り・土のう積み体験も

実施します。 

※２ 堤防上に土のうを数段積み上げシートや杭で補強し、越水を防ぐ工法。 

※３ 堤防の漏水箇所へ半円形に土のうを積み上げ水で満たし、水圧で漏水箇所の拡大を

抑制し破堤を防ぐ工法。 

※４ 月の輪工の土のう積みを円形としたもの。法面の漏水箇所には月の輪工が、平面の

漏水箇所には釜段工が用いられる。 

イ 内水排除・たん水防除訓練（8：55～9：45） 

台風による高潮や集中豪雨による浸水被害を防ぐための内水排除と、排水ポ

ンプ車を搬入してのたん水防除を連動させた、排水訓練を実施します。 

（２）地震対応訓練 

ア ライフライン復旧訓練（9：16～10：00） 

ライフライン各社の災害復旧組織が参加し、応急電話の架設や配電線の応急

復旧の訓練を実施します。 

イ 保健医療活動連携訓練（9：20～10：00） 

災害時に死傷者が発生することを想定し、市町村が開設する医療救護所や遺

体安置所での関係機関（保健所・医療機関・警察等）との連携を確認する訓練

を実施します。 

（３）その他災害対応訓練 

ア 炊き出し訓練（8：55～10：10） 

    被災住民への食事供給のため、ハソリ（大釜）で、地元婦人会等及び中学生

による「にゅうめん」の炊出しを実施します。 

イ 災害ボランティアセンター開設初動対応訓練（9：10～10：30） 

被災者を支援する災害ボランティアを速やかに受け入れるため、市町村が開

設する災害ボランティアセンターの初動体制を確認する訓練を実施します。 

ウ 給水訓練（9：20～9：25） 

    被災地域に飲料水を供給するため、給水車による給水を実施します。 

（４）特別訓練（10：10～10：55） 

災害現場において、海部地域５消防本部並びに津島警察署、蟹江警察署、自衛

隊及びその他の関係機関が連携して救助・救急活動を展開する訓練を実施します。 

今回は、南海トラフ地震の影響により自動車複数台が絡む多重事故が発生し、

倒壊建物からの出火も拡大しつつある状況を想定し、名古屋市消防航空隊による

空中からの消火活動も実施します。 
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（５）啓発展示 

ア 地震・煙体験（8：45～10：55） 

地域の危険物安全協会と消防本部の協力により、地震体験車や煙体験ハウス

で地震や火災の疑似的な体験と安全な避難方法などの啓発を実施します。 

イ その他の展示（8：45～10：55） 

陸上自衛隊、愛知県警察による車両等の展示や、地域の防災機関・団体によ

る啓発展示を実施します。 

今回は、電動車から家電製品への給電や、水洗式トイレを装備したトイレカ

ー・トイレトレーラーの展示も実施します。 

（６）その他訓練 

交通統制、災害緊急放送等を実施します。 

７ 訓練中止基準 

中止する場合の判断目安は次のとおりとします。 

また、訓練の中止判断は、原則として訓練当日の午前 6 時に行います。 

ただし、災害による被害発生などで中止すべきことが明らかな場合には、当日の

午前 6 時以前に中止を判断することがあります。 

（１）尾張西部にレベル３大雨警報、レベル３高潮警報、暴風警報、レベル４大雨危

険警報、レベル４高潮危険警報、レベル５大雨特別警報、レベル５高潮特別警報、

暴風特別警報、波浪特別警報の気象予警報のいずれかが発表された場合 

（２）木曽川中・下流、長良川下流、庄内川、新川及び日光川にレベル３氾濫警報が

発表された場合 

（３）伊勢・三河湾又は愛知県外海における津波警報又は大津波警報が発表された場

合 

（４）南海トラフ地震臨時情報が発表された場合 

（５）全県又は県西部に震度５弱以上の地震が発生した場合 

（６）小規模、相当規模若しくは大規模な災害が発生する恐れがあるとき、又は小規

模、相当規模若しくは大規模な災害が発生した場合 

（７）北朝鮮による弾道ミサイルとみられる飛翔体の発射情報がＪアラート等により

愛知県に伝達され、かつ県内の一部又は全域に相当規模の災害が発生した場合又

は発生するおそれがある場合 

（８）東海広場が降雨等により使用できない場合 

８ 取材について 

（１）当日、受付で御記帳ください。事前の連絡等は不要です。 

（２）腕章の着用をお願いします。 

（３）駐車場では係員の誘導に従ってください。駐車券は不要です。 

９ 中止についての当日の確認手段（緊急連絡先） 

訓練当日の午前 6 時 30 分以降、海部県民事務所の Web ページにてお知らせしま

すので、御確認ください。 
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また、災害による被害発生などで中止を判断した場合は、決定次第、速やかに Web

ページへ掲載します。 

 ○確認手段（※５） 

Web ページ URL https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ama/ 

Web ページ 

２次元コード 

 

問合せ電話番号 ０５６７－２４－２１２５（ダイヤルイン） 

※５ 中止の場合のみ Web ページにその旨を掲載します。 

10 添付資料 

 ・資料１ 実施計画 

 ・資料２ 訓練会場図 

 ・資料３ 実施細目 

 ・資料４ 訓練進行表 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ama/
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令和８年度海部地方総合防災訓練 

実施計画 

 

１ 目的 

愛知県、海部地域７市町村、各防災関係機関等の参加協力のもと、水防工法訓練と併せ

て総合的な防災訓練を実施することにより、大規模災害発生時における迅速かつ的確な応

急活動に必要な協力体制の確立や、地域の連携を活かした防災力の強化を図るとともに、

防災意識の高揚を図ることを目的とする。 

２ 日時 

令和８年６月７日（日） 午前８時 40 分から 11 時 30 分まで 

※ 訓練会場の準備は令和８年６月５日（金）で実施 

３ 場所 

  国営木曽三川公園 東海広場 木曽川右岸河川敷 

（愛西市立田町福原地先） 

４ 主催 

 ・海部地方防災連絡会議（議 長：海部県民事務所長） 

 ・海部地区水防事務組合（管理者：あま市長） 

５ 指揮本部体制 

 ・訓練 本部長：海部地方防災連絡会議議長（海部県民事務所長） 

 ・訓練副本部長：市町村長始め各訓練参加機関の長 

 ・訓練 部隊長：大治町消防団長 

 ・訓練副部隊長：愛西市消防団長、飛島村消防団長、愛西市消防署長 

  （訓練の間、愛西市消防団長及び飛島村消防団長は各訓練に参加し消防団を指揮） 

 ・訓練 本部付：各消防本部消防長 

６ 訓練想定 

  スーパー伊勢湾台風クラスの大型台風及び南海トラフ巨大地震の同時発生 

７ 主な訓練種目 

（１）一般訓練 

① 水害対応訓練 

台風・高潮情報提供、河川パトロール、アマチュア無線による非常通信、避難誘導、

土のう作り・土のう積み体験、水防工法訓練（改良積み土のう工、月の輪工、釜段工）、

舟艇組立、内水排除（排水ポンプ車・照明車展示）、たん水防除 

② 地震対応訓練 

シェイクアウト訓練、地震情報提供、アマチュア無線による非常通信、初期消火（Ｌ

Ｐガス・油）、応急電話架設、避難所応急復旧、保健医療活動連携訓練、心肺蘇生 
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 ③ その他災害対応訓練（水害・地震共通事項等） 

炊き出し訓練、災害ボランティアセンター開設初動対応訓練、保健医療活動連携訓

練、給水訓練、緊急物資の輸送訓練 

（２）特別訓練 

 海部地域５常備消防、名古屋市消防航空隊、愛知県警察本部・津島警察署・蟹江警察

署、陸上自衛隊、愛知県津島土木研究会及び医療機関等との連携訓練 

（３）啓発展示等 

各種啓発展示・車両展示、トイレカー展示、災害時を想定した電動車両からの給電、地

震体験車・煙体験、新たな防災気象情報解説、災害対策・避難生活の展示 等 

８ 参加機関（順不同） 

  愛知県、愛知県警察、海部地域各市町村〔消防団（水防団）、婦人会、赤十字奉仕団、女

性の会、女性(婦人)消防クラブ、社会福祉協議会、中学生〕、海部地域５常備消防本部、陸

上自衛隊第 35 普通科連隊、名古屋市(消防航空隊)、国土交通省中部地方整備局木曽川下流

河川事務所、名古屋地方気象台、日本赤十字社愛知県支部、中部電力パワーグリッド㈱、Ｎ

ＴＴ西日本㈱、（一社）愛知県ＬＰガス協会西部支部海部北分会／同南分会、海部地域５危

険物安全協会、愛知県海部農業土木研究会、愛知県津島土木研究会、（一社）津島市医師会、

（一社）海部医師会、津島市歯科医師会、海部歯科医師会、（一社）津島海部薬剤師会、愛

西コミュニティハムクラブ、弥富防災ハムクラブ、（特非）愛知県西部防災ボランティアコ

ーディネーターネットワークの会、あいち防災リーダー会海部ブロック、津島市民病院、あ

ま市民病院、愛知県厚生農業協同組合連合会海南病院、海部南部水道企業団、西尾張シーエ

ーティーヴィ㈱、あいち海部農業協同組合、三菱自動車工業㈱、㈱ｅ６ｓ 

９ 訓練中止基準 

訓練当日の午前６時時点で、次の場合は訓練を中止します。 

（１）尾張西部にレベル３大雨警報、レベル３高潮警報、暴風警報、レベル４大雨危険警

報、レベル４高潮危険警報、レベル５大雨特別警報、レベル５高潮特別警報、暴風特別

警報、波浪特別警報の気象予警報のいずれかが発表された場合 

（２）木曽川中・下流、長良川下流、庄内川、新川及び日光川にレベル３氾濫警報が発表され

た場合 

（３）伊勢・三河湾又は愛知県外海における津波警報又は大津波警報が発表された場合 

（４）南海トラフ地震臨時情報が発表された場合 

（５）全県又は県西部に震度５弱以上の地震が発生した場合 

（６）小規模、相当規模若しくは大規模な災害が発生する恐れがあるとき、又は小規模、相

当規模若しくは大規模な災害が発生した場合 

（７）北朝鮮による弾道ミサイルとみられる飛翔体の発射情報がＪアラート等により愛知県

に伝達され、かつ県内の一部又は全域に相当規模の災害が発生した場合又は発生するお

それがある場合 

（８）東海広場が降雨等により使用できない場合 
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実施時間 訓練項目 訓練内容 実施機関等 訓練参加車両等

1 8:30～8:40 ○集合整列
・訓練参加者は本部席前の集合線にある中隊名のプラカード位置に、各
訓練中隊ごとに整列する。
・訓練部隊長の紹介・あいさつ及び副部隊長の紹介。

・訓練参加者

2 8:40～8:45 ○開会式 ・訓練部隊長は訓練本部長に対し人員報告を実施する。 ・訓練参加者

3 8:45 ○訓練開始宣言 ・訓練の開始を宣言する。（訓練開始ラッパ） ・海部地区水防事務組合、蟹江町消防団ラッパ隊

1 8:45 ○台風・高潮情報提供 ・台風及び高潮に関する気象情報の提供。 ・名古屋地方気象台

2 8：46～47 ○河川パトロール
・木曽川の増水による大出水に備えて河川パトロール車により堤防を巡
視する。

・海部建設事務所 ・河川パトロール車

3 8：48～49 ○アマチュア無線による非常通信 ・災害状況報告及び災害現場からの応援要請の非常通信訓練を行う。 ・弥富防災ハムクラブ、愛西コミュニティハムクラブ ・無線搭載車

4 8:50～8:55 ○避難誘導
・パトカーを先導にして、警察官と消防団員による誘導と教師の引率の
もと、中学生を安全な場所へ避難させる。

・津島警察署、消防団、中学生 ・パトカー

5 8:55 ○訓練開始指示 ※訓練開始ラッパ ※訓練本部にて消防団が実施

6 8:55～9:30 ○土のう作り・土のう積み体験 ・消防団の指導のもと、中学生は土のう作りと土のう積みを体験する。 ・消防団、市町村、中学生

8:55～9:30 ○水防工法（改良積み土のう工）
・堤防天端にシートや土のうを組み合わせて積むことにより、越水を防
ぐ。(越水防止）

・海部建設事務所、市町村、消防団

8:55～9:30 ○水防工法（月の輪工）
・堤防のり面によりかかり、半円形に積み土俵にすることにより、漏水
口の拡大を防ぎ、堤防の決壊を防止する。(漏水防止）

・海部建設事務所、市町村、消防団

8:55～9:30 ○水防工法（釜段工）
・堤防裏小段や堤防から離れて湧水する噴出口を中心に土のうを積み、
水の噴出を止めることにより、堤防の決壊を防止する。(漏水防止）

・海部建設事務所、市町村、消防団

8 8:55～9:30 ○舟艇組立 ・ＦＲＰ製及びアルミ製ボート（舟艇）の組立訓練を行う。 ・消防団
・ＦＲＰ製舟艇
・アルミ製舟艇

9 8:55～9:45 ○内水排除

・河川堤防越水や集中豪雨等により出水した場合、強制排水を行うた
め、国土交通省排水ポンプ車の運転操作を行う。
・たん水防除訓練と連動（水の循環方式）させた実動訓練を海部農林水
産事務所と合同で実施する。
・その他、夜間の水害対応や地震対応で必要となる照明車を展示する。

・国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
・排水ポンプ車
・照明車

10 8:57～9:45 ○たん水防除

・集中豪雨や地震等により出水した場合、たん水被害を受けた地域の強
制排水を行うため、応急対策用可搬式排水ポンプを搬入し、運転操作を
行う。
・内水排除と連動させた実動訓練を国土交通省木曽川下流河川事務所と
合同で実施する。

・海部農林水産事務所、愛知県海部農業土木研究会 ・４ｔユニック車

1 9:10～9:11 ○シェイクアウト訓練
・シェイクアウトの基本行動を説明後、緊急地震速報のブザー音と音声
ガイダンスを合図に地震から身を守る安全行動の1-2-3を実施する。

・訓練参加者全員

2 9:12 ○地震情報提供 ・地震に関する情報の提供。 ・名古屋地方気象台

3 9:14～9:15
○アマチュア無線による
　非常通信

・災害状況報告及び災害現場からの応援要請による非常通信訓練を行
う。

・弥富防災ハムクラブ、愛西コミュニティハムクラブ ・無線搭載車

4 9:00～10:00 ○初期消火（ＬＰガス・油）

・県ＬＰガス協会西部支部及び海部地域の危険物安全協会の協力を得
て、消防団員及び婦人会等は消火器を使用し、プロパンガスに係る初期
消火活動を実施する。
・油火災については、注意すべき点を訓練の中で説明する。

・県ＬＰガス西部支部海部北・南分会、海部地域５危
険物安全協会
消防団、中学生、婦人会等

5 9:16～10:00 ○応急電話架設
・大規模地震や豪雨等の災害により通信が途絶えたことを想定し、ポー
タブル衛星車の衛星通信を利用した特別公衆電話の開設を実施する。

・ＮＴＴ西日本株式会社（東海支店） ・ポータブル衛星車

6 9:18～10:00 ○避難所応急復旧

・大規模地震発生時は電柱倒壊や高圧線断線により停電が発生し、この
復旧には一定の時間がかかることが想定される。
・このような状況下で、人が多く集まる避難所の機能を確保するため、
高圧発電機車を利用して応急送電を実施する。

・中部電力パワーグリッド株式会社（津島営業所）
・高所作業車
・発電機車
・トラック

7 9:20～10:00 ○保健医療活動連携訓練

・津島保健所に設置された保健医療調整会議では、県庁の保健医療調整
本部（仮想）との連絡、並びに不足する医薬品の供給要請を行う。
・災害現場から救出された負傷者を現場救護所において派遣された津島
市民病院医療救護班（ＤＭＡＴ）が容態別にトリアージ（トリアージタ
グは、津島市民病院に持参を依頼）し、対応する医療機関（仮想あま市
民病院及び仮想海南病院（ＤＭＡＴ））に地元消防団員が担架等により
搬送する。搬送先の医療機関では再度トリアージし、必要な処置を行
う。
・軽症者を受け入れる医療機関は市町村地域防災計画に基づき市町村が
開設（７自治体合同）する医療救護所を仮設し、医師会、歯科医師会及
び薬剤師会から派遣された救護班により再度のトリアージの後、処置や
投薬を行う。（市町村災害対策本部も７自治体合同とする。）
・大規模災害時には死者が出た場合、市町村防災計画に基づき遺体安置
所が開設される。安置所では警察官や医師による死因の調査に加え、身
元の調査が行われる。今回の訓練では、歯科医師会に運営を一任のう
え、身元調査の一つとして歯型調査等を実施し、身元確認の体制強化を
図る。
・なお、Ｘ市災害対策本部は、遺体安置所と連携等を図るために必要と
なることを、市町村防災計画に基づき検討する。

・津島保健所、海部地域７市町村、津島市医師会、海
部医師会、津島市歯科医師会、海部歯科医師会、津島
海部薬剤師会、津島市民病院、あま市民病院、海南病
院、消防団、婦人会 等

・歯ーとぴあ号

8 9:00～10:00 ○心肺蘇生
・心肺蘇生練習人形を使用して、消防団員、婦人会等に対し、幼児と成
人の心肺蘇生の指導を実施する。

・日本赤十字社愛知県支部、消防団、婦人会等

1 8:55～10:10 ○炊き出し
・避難住民への食事供給のため、大釜で「にゅうめん」の炊き出しを行
う。

・県ＬＰガス協会西部支部海部北・南分会、消防団、
中学生、婦人会等

2 9:10～10:30
○災害ボランティアセンター
　開設初動対応訓練

・災害発生後の対応を想定し、災害ボランティアセンターの開設準備や
災害ボランティアの受け入れといった初動対応訓練を実施する。
・また、海部地域のボランティアコーディネーターや社会福祉協議会職
員にも参加を募り、標準的な災害ボランティアセンターの初動対応を体
験する機会とする。

・愛知県西部防災ボランティアコーディネーターネッ
トワークの会、弥富防災ハムクラブ、愛西コミュニ
ティハムクラブ、海部地域社会福祉協議会・ボラン
ティアコーディネーター、中学生

3 9:20～9:25 ○給水訓練 ・被災地域に飲料水を供給するため、給水車による給水を行う。 ・海部南部水道企業団 ・給水車

4 9:25～10:00 ○緊急物資の輸送
・緊急物資の車両輸送と物資の配布を行う。
・災害ボランティアセンターから派遣された中学生は、緊急物資「あい
ちの水」の配布を行う。

・あいち海部農業協同組合、中学生 ・燃料給油車

10:10 ○訓練開始指示 ※訓練開始ラッパ ※訓練本部にて消防団が実施

10:10～10:15 ○被害状況偵察 ・車両により地震による被害状況の偵察を行う。 ・陸上自衛隊 ・偵察オート

10:15～10:25 ○道路啓開
・瓦礫で通行不能となった主要道路を想定し、重機と人により瓦礫を取
り除き、緊急車両を通行させるための道路啓開訓練を行う。

・県津島土木研究会
・各種消防車両、重
機

○大規模災害訓練
（救助・救急訓練）

・海部地域常備５消防署をはじめとする各関係機関が、災害現場におい
て連携して救助、救急、消火活動を展開して総合的な訓練を行う。

○大規模災害訓練
　（消火訓練）

・消火隊は、周辺建物から発した火災を消火鎮圧する。

令和８年度海部地方総合防災訓練

実 施 細 目

・各種消防車両、警
察車両、自衛隊車
両、医療機関車両
・消防ヘリコプター

　●地震対応訓練

　●その他災害時対応訓練（水害・地震共通事項等）

　●特別訓練

Ⅰ

10:25～10:55

・海部地域常備５消防署（当番：海部東部消防本
部）、津島警察署、蟹江警察署、災害警備犬部隊、津
島市民病院、海南病院、陸上自衛隊、名古屋市消防航
空隊、消防団、婦人会
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　●開会

　●水害対応訓練
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実施時間 訓練項目 訓練内容 実施機関等 訓練参加車両等

1 8:45～随時 ○地震体験車・煙体験
・地震体験車を使用して訓練参加者等に地震を体験してもらい、地震の
恐ろしさや備えについて学習してもらう。また、煙体験ハウスを使用し
て、火災時の煙についても体験をしてもらう。

・海部地域５危険物安全協会、中学生等 ・地震体験車

2 8:45～随時
○陸上自衛隊車両等の
　展示・啓発展示

・陸上自衛隊が装備している車両等の展示及び災害派遣に係わる啓発展
示を行う。

・陸上自衛隊
・高機動車
・偵察オート

3 8:45～随時 ○愛知県警車両等の展示 ・愛知県警察が装備している車両等の展示を行う。 ・愛知県警察
・高性能救助車
・パトカー

4 8:45～随時 ○災害対策の展示
・災害対策に必要な工具類の展示や、避難所に入ることができない等で
乗用車に泊まる際、必要な物品等の展示・説明を行う。

・あいち防災リーダー会海部ブロック
・車中泊展示車両
・展示車両

5 8:45～随時
○防災啓発・新たな
　防災気象情報

・令和８年の出水期から運用が始まる新たな防災気象情報について展示
する。

・名古屋地方気象台

6 8:45～随時
○停電時の対応等、復旧活動
　パネル展示

・電気による二次災害防止のための注意点をPRするとともに、復旧活動
時の写真パネルを展示する。

・中部電力パワーグリッド株式会社　津島営業所

7 8:45～随時 ○給油車両の展示・防災啓発 ・災害リスクに備えた展示などの防災啓発を行う。 ・あいち海部農業協同組合 ・燃料給油車

8 8:45～随時 ○災害用伝言ダイヤルの展示
・避難者の方々の安否確認ツールである「災害用伝言ダイヤル１７１」
のデモ機を展示し、体験利用を実施する。

・ＮＴＴ西日本株式会社　東海支店

9 8:45～随時
○災害時を想定した
　電動車両からの給電

・災害時を想定し、電動車両から電力供給を行い、生活に必要な家電製
品を稼働する。

・三菱自動車工業株式会社
・ＰＨＥＶ車
（アウトランダー）

10 8:45～随時 ○トイレカー展示
・大規模災害発生により、上下水道が使用できなくなった際に使用する
トイレカーの展示・説明を行う。

・株式会社ｅ６ｓ（エシックス）、愛知県防災安全局
・トイレカー
・トイレトレーラー

1
7:30～9:00

11:00～12:00
○交通統制

・消防団員等は、訓練会場への堤防道路及び会場周辺の道路等におい
て、車両の安全な誘導を行う。

・市町村、消防団

2 8:38～随時 ○災害緊急放送

・海部地域のコミュニティＦＭ放送局「エフエフななみ」により、災害
放送の訓練放送としてラジオ中継車で生放送を実施する。
・また、ケーブルテレビの「クローバーチャンネル」による訓練の取材
も行う。

・西尾張シーエーティーヴィ株式会社 ・小型中継車

3 8:30～随時 ○救護所 ・訓練会場内での負傷者や体調不良者等の応急処置にあたる。 ※訓練本部に設置

4 9:15～9:45 ○訓練本部長巡視 ・訓練本部長等は各訓練参加機関・団体の訓練状況を巡視する。 ・本部長、副本部長、来賓

5 随時 ○ラッパ隊吹鳴
・開会・閉会、訓練開始・終了時において、消防団の礼式に従い、ラッ
パの吹鳴を行う。

・蟹江町消防団ラッパ隊

1 11:05～11:10 ○集合整列
・訓練参加者は本部席前の集合線に中隊名のプラカードを持って、各訓
練中隊ごとに整列する。

・訓練参加者

2 11:10～11:30 ○閉会式
・訓練部隊長は訓練本部長に対し、人員等の異常の有無を報告する。訓
練本部長による訓示・講評。主催者（水防組合管理者）あいさつ。来賓
祝辞など

・訓練参加者

3 11:30～ ○訓練終了宣言
・終了宣言後、各中隊長は編成を解く旨を指示して解散する。 （解散
ラッパ）

・海部地区水防事務組合

　●閉会

　●啓発展示等

　●その他



項　　目 実施時間

●開会

1 集合整列 8:30～8:40

2 開会式（人員報告等） 8:40～8:45

3 訓練開始宣言（訓練開始ラッパ） 8:45

●水害対応訓練

1 台風・高潮情報提供 8:45

2 河川パトロール 8:46～8:47

3 アマチュア無線による非常通信 8:48～8:49

4 避難誘導 8:50～8:55

5 訓練開始指示（開始ラッパ） 8:55

6 土のう作り、土のう積み体験 8:55～9:30

改良積み土のう工 8:55～9:30

月の輪工 8:55～9:30

釜段工 8:55～9:30

8 舟艇組立 8:55～9:30

9 内水排除 8:55～9:45

10 たん水防除 8:57～9:45

●地震対応訓練

1 シェイクアウト訓練 9:10～9:11

2 地震情報提供 9:12

3 アマチュア無線による非常通信 9:14～9:15

4 初期消火（ＬＰガス、油） 9:00～10:00

5 応急電話架設 9:16～10:00

6 避難所応急復旧 9:18～10:00

7 保健医療活動連携訓練 9:20～10:00

8 心肺蘇生 9:00～10:00

●その他災害時対応訓練（水害・地震共通事項等）

1 炊き出し訓練 8:55～10:10

2 災害ボランティアセンター開設初動対応訓練 9:10～10:30

3 給水訓練 9:20～9:25

4 緊急物資の輸送訓練 9:25～10:00

●特別訓練

訓練開始指示（開始ラッパ） 10:10

被害状況偵察 10:10～10:15

道路啓開 10:15～10:25

大規模災害訓練(救助・救急訓練）

大規模災害訓練（消火訓練）

●啓発展示等

1 地震体験車・煙体験 8:45～　随時

2 陸上自衛隊車両等の展示・啓発展示 8:45～　随時

3 愛知県警車両等の展示 8:45～　随時

4 災害対策の展示 8:45～　随時

5 防災啓発・新たな防災気象情報 8:45～　随時

6 停電時の対応等、復旧活動パネル展示 8:45～　随時

7 給油車両の展示・防災啓発 8:45～　随時

8 災害用伝言ダイヤルの展示 8:45～　随時

9 災害時を想定した電動車両からの給電 8:45～　随時

10 トイレカー展示 8:45～　随時

●その他

1 交通統制
7:30～9:00

11:00～12:00

2 災害緊急放送 8:38～ 随時

3 救護所 8:30～ 随時

4 訓練本部長巡視 9:15～9:45

5 ラッパ隊吹鳴 随時

●閉会

1 集合整列 11:05～11:10

2 閉会式（集合報告、訓示・講評等、祝辞） 11:10～11:30

3 訓練終了宣言 11:30～

Ⅰ

10:25～10:55
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令和８年度海部地方総合防災訓練

午前９時 午前10時 午前11時午前８時

訓 練 進 行 表

※網掛け部分（10:00～10:10）

➤「休憩及び準備時間」
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